
栃木市立大平中学校 

不適格改築 

校舎 Ｒ３ 6,066 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

         

校舎東側外観                                 廊下 

 

   

普通教室                     昇降口                      トイレ 

 

 築５０年以上が経過しており、老朽化の解消及び耐震性の確保を目的として校舎改築工事を実施したも

のである。計画に当たっては、地域や学校関係者からなる整備検討委員会を設置し、計画を作成した。 

新校舎は、内装に木材をふんだんに使用し、あたたかい木のぬくもりを肌で感じられる空間である。ま

た、校舎を一棟にすることで校庭を広く確保し、内外部仕上げの材料選定等により長期的維持・管理のし

やすい建物となった。各学年に一教室ずつ個別指導室を設け、教育相談室を適宜設けたため、多様な学習

内容・学習形態に対応でき、習熟度に応じた指導や個別指導に活用している。 


